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インター設置等大

型事業に市民の声

を反映しているか

　

問　

市
の
事
業
は
市
民
主
導
で
と
言
う

が
、
大
型
事
業
は
行
政
が
主
導
に
な
っ
て

い
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

が
、
是
非
と
も
欲
し
い
、
な
け
れ
ば
困
る

と
い
う
市
民
の
声
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
が
、

設
置
検
討
協
議
会
は
、
利
便
性
向
上
の
た

め
に
必
要
と
報
告
し
て
い
る
。
先
を
見
越

し
た
事
業
総
額
の
見
積
も
り
、
タ
ウ
ン
セ

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

勝
利

市
民
の
財
産
を
よ
り
生
か
す

た
め
豊
か
な
発
想
で
運
用
を

　

問　

公
園
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
視
界
が
確
保
で
き
る
植
栽
に
改
善
す
る
、

樹
木
・
花
名
を
付
け
る
、
駐
車
場
の
閉
鎖

時
間
を
緩
和
す
る
な
ど
の
改
善
を
。
市
庁

舎
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
県
の

「
多
目
的
利
用
実
施
方
針
」
も
踏
ま
え
て

会
議
室
の
市
民
利
用
の
道
を
開
く
べ
き
で

は
。
公
民
館
等
の
利
用
率
の
状
況
は
。
市

民
活
動
を
育
て
る
観
点
を
持
ち
、
施
設
を

よ
り
生
か
す
た
め
に
、
最
低
利
用
人
数
八

名
以
上
と
い
う
制
限
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

防
犯
灯
は
、
寿
命
が
長
く
て
「
切
れ
て
い

る
」
と
い
う
状
態
を
減
ら
せ
る
海
老
名
市

の
よ
う
な
水
銀
灯
を
検
討
し
て
は
。
金
額

的
に
も
無
理
は
な
い
は
ず
だ
が
。

　

答　

公
園
の
植
栽
は
、
防
犯
上
の
観
点

日
本
共
産
党  　
　

上
田　

祐
子

か
ら
新
設
や
樹
木
の
せ
ん
定
の
際
に
極
力

対
応
し
た
い
。
ま
た
、
樹
名
板
の
設
置
や

光
綾
公
園
駐
車
場
の
閉
鎖
時
刻
の
延
長
に

つ
い
て
も
、状
況
を
確
認
し
検
討
し
た
い
。

会
議
室
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
公
民

館
を
優
先
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、市
民
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
、

市
庁
舎
会
議
室
の
目
的
外
使
用
も
考
え
て

い
き
た
い
。
公
共
施
設
の
利
用
率
は
二
〇

か
ら
三
〇
％
の
状
況
で
、
利
用
促
進
の
面

か
ら
も
公
民
館
運
営
審
議
会
等
の
意
見
を

受
け
、
緩
和
に
つ
い
て
前
向
き
に
対
処
し

て
い
く
。
水
銀
灯
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い

て
は
、
今
後
研
究
を
し
た
い
。

（
他
に
「
青
年
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

ン
タ
ー
計
画
の
推
進
に
よ
る
土
地
の
値
上

が
り
や
人
口
の
増
加
、
サ
ン
ト
リ
ー
進
出

に
よ
る
渋
滞
の
予
測
等
の
情
報
が
必
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
検
討
し

た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
始
ま
り
は
市
民
の

声
か
ら
な
の
か
。
今
後
、
大
型
事
業
の
際

に
は
、
計
画
段
階
で
市
民
の
声
を
集
め
て

か
ら
実
施
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

答　

大
型
事
業
に
当
た
っ
て
は
、
地
元

説
明
会
等
を
開
催
し
、
地
域
住
民
の
声
を

反
映
し
た
事
業
実
施
に
努
め
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
で
は
、
自
治
会

魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め

総
花
的
で
な
く
厳
選
し
て
は

な
ど
地
域
住
民
代
表
者
や
学
識
経
験
者
等

で
構
成
す
る
設
置
検
討
協
議
会
か
ら
、
市

域
を
東
名
が
通
過
し
て
い
る
が
そ
の
利
便

性
を
享
受
で
き
な
い
た
め
、設
置
に
よ
り
、

住
み
よ
い
、
活
力
の
あ
る
綾
瀬
市
を
創
造

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

現
在
、
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
事
業
の
必
要
性
を
検
討
す
る
な
ど
、
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
（
仮
称
）
綾
瀬
き
ら
め
き
市
民
活
動
推

進
条
例
の
制
定
に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

み
ら
い
政
策
会
議   
山
田  
晴
義

　

問　

魅
力
あ
る
ま
ち
と
は
、
個
性
あ
ふ

れ
る
特
色
あ
る
ま
ち
で
あ
り
、
人
を
集
め

る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
と
競
争
力
の
あ
る

ま
ち
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
五
つ

の
都
市
宣
言
を
し
て
特
色
づ
く
り
を
し
て

い
る
が
、
す
べ
て
に
総
花
的
で
は
大
変
難

し
く
何
本
か
に
絞
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

環
境
宣
言
都
市
と
し
て
は
、
太
陽
光
発
電

や
小
型
風
力
発
電
の
導
入
に
先
進
的
姿
勢

で
取
り
組
み
、
普
及
推
進
の
先
頭
に
立
つ

よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
ご
み
半

減
化
の
た
め
に
高
座
清
掃
施
設
組
合
に
よ

る
生
ご
み
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
や
堆
肥
化
等

の
考
え
は
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

都
市
緑
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
及
び
公
用

車
の
低
公
害
車
導
入
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答　

太
陽
光
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計
画
素
案
に
お

い
て
平
成
二
十
五
年
ま
で
の
間
に
導
入
や

補
助
制
度
の
検
討
を
掲
げ
て
お
り
、
検
討

課
題
と
し
て
い
く
。
生
ご
み
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
は
、
一
部
自
治
体
で
試
験
的
に
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
悪
臭
対
策
や
厳
格
な
分

別
収
集
を
要
す
る
こ
と
、
コ
ス
ト
が
高
い

こ
と
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
高
座
清
掃
施

設
組
合
及
び
関
連
二
市
と
連
携
し
な
が
ら

合
同
研
究
し
て
い
き
た
い
。
都
市
緑
化
に

つ
い
て
は
、
民
地
の
緑
化
推
進
の
た
め
開

発
指
導
要
綱
に
よ
り
用
途
や
面
積
に
応
じ

た
指
導
を
し
て
い
る
。
公
用
車
に
つ
い
て

は
、
八
都
県
市
指
定
基
準
に
基
づ
く
低
公

害
車
を
順
次
計
画
的
に
導
入
し
て
い
る
。

自立を目指し財政

基盤の確立と市民

との協働の強化を

　

問　

地
方
分
権
が
進
む
一
方
、
少
子
高

齢
化
や
税
収
の
減
と
い
っ
た
状
況
に
あ
り
、

自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自

立
の
条
件
は
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
市
民

と
と
も
に
歩
む
協
働
型
市
政
運
営
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
財
政
や
市
税
の
予

測
、
市
民
の
収
入
の
推
移
は
。
市
民
活
動

推
進
条
例
、福
祉
計
画
、環
境
基
本
計
画
、

み
ら
い
政
策
会
議   
近
藤  
秀
二

ご
み
五
〇
％
削
減
な
ど
市
民
と
の
協
働
が

不
可
欠
な
条
例
や
計
画
が
目
白
押
し
の
中
、

市
民
と
協
働
す
る
に
当
た
り
、
責
任
感
を

持
っ
た
自
立
し
た
市
民
と
の
協
働
が
求
め

ら
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
の
か
。

ま
た
、
協
働
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
の
研

究
や
検
討
会
設
置
の
考
え
は
。

　

答　

経
済
の
不
振
、
景
気
の
低
迷
の
中
、

市
民
の
収
入
実
績
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
る
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
も
と
、
個
性
的
で
主
体
的
な

地
域
社
会
作
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

政
策
形
成
過
程
へ
の
市
民
の
主
体
的
な
参

画
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
電
子
自

治
体
を
立
ち
上
げ
情
報
を
提
供
し
市
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
育
成

や
市
民
が
参
加
し
や
す
い
ル
ー
ル
を
定
め

て
い
く
。
真
に
望
ま
し
い
市
民
の
行
政
へ

の
参
画
と
協
働
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
、
自
立
し
た
市
の
姿
を
確
立
し
た
い
。

（
他
に
「
従
来
の
た
ば
こ
喫
煙
所
の
使
用

に
つ
い
て
」
「
遊
休
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　

「
市
議
会
報
あ
や
せ
」
は
、
年
四
回
の

発
行
。
二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の

各
十
五
日
の
新
聞
（
休
刊
日
の
場
合
は
十

四
日
）
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
折
り

込
ん
で
い
る
新
聞
は
、
読
売
、
朝
日
、
毎

日
、
産
経
、
東
京
、
神
奈
川
、
日
本
経
済

の
七
紙
で
す
。

　

ま
た
、
新
聞
未
購
読
世
帯
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
発
行
日
に
は
、
次
の
公
共
施
設

や
駅
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

■　

公
共
施
設

　

●　

市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

●　

高
齢
者
福
祉
会
館

　

●　

福
祉
会
館
・
綾
北
福
祉
会
館

　

●　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

●　

な
が
ぐ
つ
児
童
館　

　

●　

寺
尾
児
童
館

　

●　

小
園
児
童
館

　

●　

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　

●　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

●　

中
央
公
民
館

　

●　

各
自
治
会
館

　

●　

各
地
区
セ
ン
タ
ー

　

●　

寺
尾
い
ず
み
会
館

　

●　

南
部
ふ
れ
あ
い
会
館

　

●　

図
書
館

■　

駅
舎

　

●　

相
鉄　
　

相
模
大
塚

　

●　

相
鉄　
　

さ
が
み
野

　

●　

相
鉄　
　

か
し
わ
台

　

●　

相
鉄　
　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

長
後

「
市
議
会
報
あ
や
せ
」

発
行
と
配
布
場
所
の
お
知
ら
せ

１０月２５日に開催された市福祉スポーツ大会。大勢のボランティアの協力
を得て楽しい１日を過ごしました＜市民スポーツセンターにて＞
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